
私
一
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

鯨
兵
団
の
一
員
と
し
て

桂
林
・
南
部
粤
漢
戦
　 

愛
■
県
　
高
橋
進
　 

大
正
十
二
年
十
二
月
一
日
、
愛
■
県
の
農
家
の
次
男
と
し
て

生
ま
れ
、
姉
妹
な
し
の
男
ば
か
り
の
兄
弟
七
人
の
家
庭
で
あ
っ

た
。
長
兄
は
昭
和
十
五
年
十
二
月
一
日
、
現
役
兵
と
し
て
高
知

の
歩
兵
連
隊
へ
入
営
、
中
支
の
第
四
十
師
団
歩
兵
第
二
三
六
連

隊
（
鯨
第
六
八
八
四
部
隊
）
へ
出
征
中
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
私

は
大
阪
の
被
服
■
へ
徴
用
と
な
っ
た
が
、
勤
務
は
予
想
外
に
厳

し
く
、
点
呼
で
対
抗
ビ
ン
タ
を
取
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の

で
、
進
ん
で
兵
役
の
志
願
を
し
た
。

昭
和
十
七
年
十
二
月
一
日
、
歩
兵
第
二
三
四
連
隊
要
員
と
し

て
歩
兵
第
一
一
二
連
隊
補
充
隊
第
二
中
隊
へ
入
営
。
十
二
月
十

七
日
、
転
属
の
た
め
丸
亀
を
出
発
。
以
後
下
関
、
新
義
州
で
朝

鮮
へ
入
り
、
山
海
関
を
通
過
し
、
北
支
那
よ
り
南
下
し
中
支
へ

と
輸
送
さ
れ
た
。

そ
の
輸
送
中
の
出
来
事
で
あ
る
が
、
浦
口
よ
り
南
京
へ
と
揚

子
江
を
渡
り
、
兵
站
宿
舎
で
二
日
間
を
過
ご
し
た
。
同
年
兵
戦

友
と
三
人
で
景
色
の
良
い
所
へ
行
っ
た
ら
、
歩
■
に
捕
ま
り
衛

兵
所
へ
連
行
さ
れ
、
衛
兵
司
令
よ
り
気
合
を
入
れ
ら
れ
て
、
顔

は
腫
れ
上
が
り
、
口
の
中
は
切
れ
て
出
血
。
ほ
う
ほ
う
の
態
で

宿
舎
へ
帰
り
上
官
（
兵
長
）
に
報
告
。
兵
長
殿
は
「
よ
し
！

そ
の
衛
兵
所
へ
俺
を
連
れ
て
行
け
」
と
新
兵
三
人
を
同
行
し
て

衛
兵
所
で
「
前
線
の
第
一
線
要
員
と
し
て
輸
送
中
の
大
事
な
兵

を
、
些
細
な
こ
と
で
傷
つ
け
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
南
京

あ
た
り
の
後
方
で
楽
に
警
備
し
て
い
る
お
前
等
と
は
大
違
い
の

大
事
な
兵
だ
。
何
故
殴
っ
た
か
？
　
理
由
次
第
で
は
承
知
せ

ん
。
上
級
の
隊
長
と
談
判
す
る
。
返
事
は
？
」
と
恐
ろ
し
い
剣

幕
で
抗
議
し
た
。
同
じ
兵
長
の
衛
兵
司
令
も
最
後
に
は
陳
謝
し

て
事
は
す
ん
だ
。
私
等
三
人
は
「
頼
り
に
な
る
兵
長
殿
！
」
と

信
頼
を
高
め
た
。

そ
の
後
武
昌
を
経
て
、
昭
和
十
八
年
一
月
七
日
湖
北
省
汀
橋

着
、
第
一
中
隊
に
編
入
。
三
月
三
十
一
日
汀
泗
橋
出
発
、
四
月

十
一
日
湖
南
省
華
容
に
着
く
、
そ
の
駐
屯
中
、
一
週
間
に
一
回



の
割
合
で
付
近
の
敵
状
偵
察
を
し
て
い
た
。
あ
る
日
七
人
で
偵

察
に
出
た
。
稲
刈
り
の
終
わ
っ
た
田
圃
の
小
道
を
通
る
途
中
、

小
さ
い
水
路
を
次
々
に
跳
ん
で
通
過
。
私
は
先
頭
よ
り
五
番
目

で
何
な
く
通
過
。
と
こ
ろ
が
七
人
目
の
最
後
尾
の
兵
が
跳
び
渡

っ
た
個
所
に
地
雷
が
あ
り
物
凄
い
爆
発
で
体
が
二
つ
に
切
れ
、

足
の
つ
い
た
下
半
身
は
五
〇
メ
ー
ト
ル
程
飛
ば
さ
れ
て
即
死
。

七
人
す
べ
て
同
じ
よ
う
に
行
動
し
何
等
特
別
な
違
い
も
な
い
の

に
、
人
の
運
と
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
一
人
だ
け
地
雷
に
遭
う

と
は
。
彼
は
同
じ
分
隊
員
で
あ
っ
た
の
で
屍
衛
兵
を
命
ぜ
ら
れ

た
。
死
体
を
焼
こ
う
と
し
た
が
な
か
な
か
焼
け
な
い
。
気
分
の

悪
い
思
い
出
で
あ
っ
た
。

以
後
、
部
隊
は
江
南
殱
滅
作
戦
、
十
一
月
よ
り
は
常
徳
作
戦

で
あ
る
が
、
我
が
第
四
十
師
団
は
第
三
師
団
（
幸
兵
団
）

、
第

一
一
六
師
団
（
嵐
兵
団
）
と
共
に
出
撃
し
た
。
常
徳
は
■
江
と

い
う
大
河
に
面
し
た
湖
南
省
洞
庭
湖
岸
第
一
の
都
市
で
、
沙
市

と
共
に
農
産
物
の
集
散
地
で
、
重
慶
の
南
玄
関
と
し
て
重
要
な

補
給
地
で
あ
り
、
敵
は
近
代
装
備
を
し
た
精
鋭
軍
団
で
あ
っ

た
。
こ
の
作
戦
で
は
同
じ
西
条
出
身
の
加
藤
さ
ん
が
敵
の
砲
弾

で
腹
に
大
穴
を
開
け
ら
れ
戦
死
さ
れ
た
。
よ
く
「
元
気
で
頑
張

れ
よ
！
」
と
親
切
に
声
を
掛
け
て
く
れ
た
先
輩
で
あ
っ
た
の

に
、
戦
争
で
は
い
か
ん
と
も
い
た
し
方
な
い
悲
し
み
で
あ
っ

た
。戦
争
は
地
上
軍
ば
か
り
の
戦
闘
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
、
中

国
各
地
に
は
在
支
米
軍
基
地
が
散
在
し
、
多
数
の
、
し
か
も
最

新
鋭
の
米
軍
機
が
我
が
軍
と
の
戦
闘
に
参
加
し
、
空
爆
、
銃
撃

に
よ
る
損
害
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
た
。
戦
闘
機
は
カ
ー
チ

ス
ホ
ー
ク
Ｐ51

、
双
胴
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
Ｐ38

な
ど
で
あ
る
。

華
陽
よ
り
常
徳
の
方
向
へ
南
西
に
行
く
と
南
県
が
あ
る
。
常

徳
方
面
に
敵
の
一
個
師
団
が
来
た
と
の
情
報
あ
り
。
部
隊
は
行

軍
中
昼
食
を
と
る
。
上
半
身
裸
と
な
り
何
の
警
戒
も
な
く
の
ん

び
り
と
し
て
い
た
。
双
胴
の
見
馴
れ
ぬ
飛
行
機
が
一
機
来
た

「
日
本
に
も
双
胴
の
珍
し
い
飛
行
機
が
出
来
た
も
ん
じ
ゃ
」
と

敵
と
は
気
付
か
ず
手
を
振
っ
た
り
し
た
。
約
三
十
分
し
た
ら
Ｐ

38

が
六
機
程
来
襲
し
て
水
平
爆
撃
だ
。
我
々
は
飛
行
機
の
爆
撃

と
は
急
降
下
し
て
く
る
と
思
っ
て
い
た
。
敵
は
高
空
を
水
平
に

飛
び
な
が
ら
投
下
す
る
。
爆
弾
が
上
空
よ
り
落
下
す
る
際
は
、

キ
ュ
ー
ッ
と
い
う
音
で
機
体
の
飛
ぶ
時
の
音
と
は
全
然
違
う
。

の
ん
び
り
し
た
気
分
が
一
変
し
て
地
形
地
物
を
利
し
て
退
避
す



る
。
無
惨
に
も
死
亡
六
人
、
負
傷
四
十
人
の
大
損
害
。
こ
れ
よ

り
上
空
へ
の
警
戒
、
行
軍
時
の
監
視
が
厳
し
く
な
り
日
本
軍
は

苦
し
め
ら
れ
た
。

湖
南
省
、
特
に
洞
庭
湖
付
近
に
は
湖
沼
や
河
川
が
多
い
。
従

っ
て
我
々
歩
兵
の
作
戦
に
は
工
兵
、
特
に
上
陸
、
渡
河
の
舟
艇

工
兵
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
私
は
、
工
兵
隊
の
責
任
感
の

強
さ
を
感
じ
た
。

洞
庭
湖
西
側
の
赤
山
島
上
陸
攻
撃
の
時
で
あ
る
。
工
兵
が
操

縦
す
る
上
陸
用
舟
艇
に
我
々
歩
兵
が
乗
り
、
体
を
伏
せ
て
敵
の

銃
弾
を
さ
け
る
。
舵
を
と
る
工
兵
は
頭
も
下
げ
ず
、
ぐ
っ
と
上

陸
地
点
を
睨
ん
で
雨
霰
と
飛
ん
で
く
る
敵
弾
に
身
を
晒
し
て
任

務
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
尊
い
姿
に
は
歩
兵
は
唯
々

頭
を
下
げ
て
感
謝
あ
る
の
み
。
こ
の
上
陸
作
戦
で
は
私
の
部
隊

関
係
の
み
で
四
人
の
工
兵
が
舵
を
握
っ
た
ま
ま
戦
死
さ
れ
た
と

聞
い
た
。
責
任
感
の
強
か
っ
た
工
兵
の
方
々
の
御
冥
福
を
祈
る

の
み
で
あ
っ
た
。

我
々
の
師
団
、
鯨
兵
団
は
勇
猛
の
名
を
欲
し
い
ま
ま
に
し
た

兵
団
で
あ
る
。
従
っ
て
、
中
支
第
十
一
軍
と
い
う
戦
闘
専
門
の

軍
の
中
で
も
有
数
な
強
力
兵
団
で
あ
る
が
故
か
、
大
き
な
戦
闘

に
参
加
を
し
た
し
、
我
々
兵
員
も
部
隊
の
名
を
汚
す
ま
い
と
し

て
、
困
難
な
任
務
を
遂
行
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
上
官
や
先

輩
ば
か
り
で
な
く
、
特
に
我
々
兵
隊
に
大
き
い
負
担
、
犠
牲
者

も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

私
の
従
軍
中
最
も
辛
い
思
い
出
が
二
つ
あ
る
。
第
一
は
桂
林

作
戦
で
私
の
第
一
中
隊
は
決
死
隊
と
な
り
、
私
も
参
加
し
た
。

あ
や
う
く
靖
国
神
社
行
き
を
ま
ぬ
が
れ
て
、
九
死
に
一
生
を
得

た
。
第
二
は
南
部
粤
漢
打
通
作
戦
に
私
の
第
一
中
隊
は
甲
挺
進

隊
と
な
り
（
甲
挺
進
隊
は
作
戦
を
成
功
さ
せ
、
軍
司
令
官
感
状

を
授
与
さ
れ
た
）
私
も
参
加
し
た
。

昭
和
十
九
年
―
―
こ
の
年
こ
そ
、
中
隊
に
お
い
て
も
ま
た
、

我
々
の
人
生
に
と
っ
て
も
大
変
な
年
に
な
ろ
う
と
は
、
そ
の
時

点
で
は
考
え
も
及
ば
な
か
っ
た
。

桂
林
攻
略
は
、
大
陸
打
通
作
戦
の
中
で
も
大
き
な
意
義
を
も

っ
た
戦
闘
で
あ
っ
た
。
桂
林
は
在
支
米
軍
航
空
基
地
と
し
て
最

も
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
、
中
国
観
光
名
所
と
し

て
有
名
で
、
桂
林
の
風
光
は
天
下
無
比
で
あ
り
、
石
筍
の
よ
う



な
岩
山
、
南
画
に
あ
る
山
容
で
知
ら
れ
、
そ
の
姿
が
桂
江
（
凛

江
）
の
清
流
に
影
を
写
し
て
い
る
。
そ
の
桂
林
へ
と
軍
は
猛
進

し
て
い
た
。

我
が
中
隊
の
兵
員
は
、
華
陽
を
進
発
し
た
時
は
二
〇
〇
人
近

か
っ
た
。
湘
桂
作
戦
第
一
期
、
第
二
期
を
経
て
、
こ
の
桂
林
を

攻
撃
す
る
時
は
大
半
の
兵
員
を
失
っ
て
い
た
。
長
い
戦
旅
で
あ

る
。
将
校
も
兵
も
軍
衣
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
あ
る
。
私
た
ち
若
手
兵

は
よ
く
戦
友
の
死
体
処
理
、
埋
葬
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
私
も
三
〇

人
近
く
埋
め
た
。
中
国
の
苦
力
に
大
き
な
穴
を
掘
ら
せ
、
一
人

一
人
枕
を
東
（
日
本
、
故
郷
）
の
方
に
し
た
。

南
支
の
夏
は
炎
熱
の
太
陽
で
大
地
も
焼
け
る
よ
う
に
暑
い
。

二
日
前
の
死
体
は
も
う
蛆
虫
の
巣
で
あ
る
。
濁
っ
た
赤
紫
色
の

班
点
が
、
土
色
の
肌
い
っ
ぱ
い
に
出
て
強
い
屍
臭
を
漂
わ
せ

る
。
戦
場
で
見
ら
れ
る
最
も
む
ご
い
こ
の
死
体
を
見
て
も
、
兵

隊
は
無
感
動
、
無
感
覚
に
な
っ
て
い
る
。
戦
死
に
は
予
告
も
順

序
も
な
い
。
数
分
後
自
分
が
死
ぬ
か
も
判
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
時
、
死
体
に
向
か
っ
て
合
掌
し
「
こ
の
仇
は
必
ず
と
っ

た
る
！
　
迷
わ
ず
靖
国
神
社
へ
行
っ
て
く
れ
」
と
繰
り
返
し
誓

っ
て
、
ま
た
前
進
す
る
。
埋
め
る
前
に
左
小
指
を
切
り
落
と
し

飯
盒
へ
入
れ
て
携
行
し
、
炊
事
の
時
に
小
指
を
焼
い
て
骨
に
し

た
。
行
軍
し
て
脚
を
動
か
す
と
、
飯
盒
の
中
の
小
指
の
骨
が
音

を
た
て
て
語
り
か
け
て
く
る
気
持
ち
に
な
っ
た
。

時
に
昭
和
十
九
年
十
一
月
四
日
午
後
十
一
時
三
十
分
、
湘
桂

作
戦
最
大
激
戦
の
桂
林
城
攻
撃
の
最
難
関
と
い
わ
れ
た
七
星
巌

夜
襲
が
開
始
さ
れ
た
。

大
隊
は
去
る
十
月
三
十
日
か
ら
五
日
間
、
七
星
巌
を
目
前
に

し
て
攻
撃
方
法
戦
術
を
研
究
し
て
き
た
。
私
の
所
属
す
る
歩
兵

第
二
三
四
連
隊
第
一
大
隊
第
一
中
隊
は
決
死
隊
と
な
り
、
冷
た

い
小
雨
の
降
る
中
、
芋
畑
を
匍
匐
前
進
し
た
。
敵
前
二
五
〇
メ

ー
ト
ル
に
は
戦
車
壕
が
掘
っ
て
あ
る
（
幅
四
メ
ー
ト
ル
深
さ
二

メ
ー
ト
ル
、
太
い
竹
槍
が
ビ
ッ
シ
リ
と
植
え
込
ま
れ
、
壕
へ
落

ち
た
ら
必
ず
た
だ
で
は
す
ま
ぬ
。
大
怪
我
を
す
る
よ
う
に
し
て

あ
っ
た
）

。
そ
の
付
近
は
無
数
の
地
雷
が
あ
っ
た
。
決
死
隊
と

な
っ
た
第
一
中
隊
（
柴
田
中
隊
長
）
に
、
師
団
工
兵
隊
第
二
小

隊
が
火
■
放
射
器
二
台
を
装
備
し
て
配
属
さ
れ
た
中
隊
の
指
揮

下
に
い
た
。

第
一
中
隊
は
こ
の
夜
襲
に
先
立
ち
、
四
日
の
午
前
中
工
兵
隊

は
器
材
の
準
備
に
忙
し
か
っ
た
。
地
雷
表
示
材
料
、
戦
車
壕
用



梯
子
、
鉄
条
鋏
、
鉄
条
網
破
壊
筒
、
兵
舎
爆
破
用
爆
薬
、
ト
ー

チ
カ
用
各
種
爆
薬
、
火
■
放
射
器
等
、
各
肉
迫
班
毎
に
整
備
点

検
。
そ
の
動
作
は
き
び
き
び
と
心
地
良
い
。

準
備
完
了
。

歩
兵
突
撃
隊
古
川
（
曹
長
）
小
隊
三
十
人
を
先
頭
に
、
工
兵

肉
迫
攻
撃
隊
真
砂
（
少
尉
）
小
隊
三
十
人
、
柴
田
中
隊
長
と
指

揮
班
、
第
二
小
隊
、
第
三
小
隊
の
順
に
整
列
。
大
隊
長
鈴
木
大

尉
の
訓
辞
と
激
励
の
言
葉
の
あ
と
、
心
尽
く
し
の
勝
栗
が
配
ら

れ
、
恩
賜
の
煙
草
が
一
本
ず
つ
全
員
に
渡
さ
れ
、
最
後
の
一
服

で
あ
る
。
こ
れ
が
最
後
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

右
第
一
線
の
我
が
中
隊
が
戦
車
壕
の
手
前
に
達
し
た
時
、
左

第
一
線
の
第
二
三
五
連
隊
第
二
大
隊
が
交
戦
を
始
め
た
た
め
、

敵
の
七
星
巌
陣
地
も
一
斉
に
防
戦
を
開
始
。
至
近
距
離
の
銃

弾
、
迫
撃
砲
弾
が
集
中
し
て
隠
密
の
肉
迫
は
も
う
こ
れ
ま
で
。

い
よ
い
よ
強
行
突
撃
だ
。
突
進
合
図
の
信
号
弾
を
打
ち
上
げ

「
擲
弾
筒
前
へ
！
」
と
柴
田
中
隊
長
が
命
令
し
た
途
端
に
、
敵

の
迫
撃
砲
が
一
発
右
直
前
に
落
下
炸
裂
し
た
。
無
念
！
　
柴
田

中
隊
長
は
首
と
胴
が
分
か
れ
て
の
戦
死
！
　
代
わ
っ
て
小
隊
長

古
川
曹
長
が
指
揮
を
と
る
。

暗
闇
の
鉄
条
網
に
深
紅
の
火
■
を
吹
き
付
け
た
。
敵
は
こ
の

火
■
放
射
器
の
猛
火
を
見
て
か
、
一
瞬
射
撃
は
ひ
る
み
、
第
一

中
隊
の
決
死
隊
は
工
兵
の
支
援
の
も
と
突
撃
に
移
る
。
私
は
そ

の
時
第
一
中
隊
第
三
小
隊
第
三
分
隊
で
擲
弾
筒
の
射
手
と
し
て

参
加
し
て
い
た
。
戦
車
壕
の
手
前
付
近
は
、
至
る
所
地
雷
が
埋

設
さ
れ
て
い
る
。
地
雷
に
か
か
っ
た
数
多
く
の
戦
友
の
屍
は
、

爆
風
に
と
ば
さ
れ
暗
夜
に
飛
散
す
る
。
草
む
す
屍
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
か
！

小
原
兵
長
ら
工
兵
三
人
は
、
突
撃
隊
の
前
方
五
〇
メ
ー
ト
ル

を
匍
匐
前
進
し
て
地
雷
数
個
を
処
理
、
危
険
区
域
を
白
布
で
標

示
し
た
。
こ
れ
で
最
も
心
配
し
た
地
雷
原
を
通
過
し
て
戦
車
壕

の
線
に
た
ど
り
つ
く
。

歩
兵
も
工
兵
も
雨
に
ぬ
れ
、
泥
に
ま
み
れ
て
黙
々
と
匍
匐
し

て
続
く
。
工
兵
の
用
意
し
た
戦
車
壕
用
梯
子
は
四
メ
ー
ト
ル
幅

の
壕
に
か
け
ら
れ
、
こ
の
上
を
一
人
ず
つ
這
っ
て
渡
る
。
途
中

で
中
間
が
下
へ
曲
が
る
。
直
ち
に
工
兵
が
壕
の
前
後
の
土
を
崩

し
て
通
り
や
す
く
す
る
。
壕
の
底
は
一
面
に
太
い
竹
槍
が
上
を

向
い
て
埋
め
ら
れ
、
落
下
す
る
と
竹
槍
に
突
き
刺
さ
る
よ
う
に

工
夫
し
て
あ
る
。
先
頭
の
工
兵
三
人
は
す
で
に
低
鉄
条
網
の
線



に
到
達
し
た
が
、
続
い
て
ま
た
幅
四
メ
ー
ト
ル
の
低
鉄
条
網
、

ま
た
頑
丈
な
屋
根
型
、
そ
し
て
ま
た
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
屋
根
型

と
続
く
。
工
兵
第
一
肉
攻
班
山
口
分
隊
は
こ
の
作
業
を
続
行
。

歩
兵
突
撃
隊
は
こ
の
突
撃
路
の
開
く
の
を
待
っ
て
、
左
右
に
開

い
て
警
戒
態
勢
に
あ
り
、
そ
の
他
の
工
兵
隊
員
は
戦
車
壕
の
前

で
待
機
中
。

柴
田
歩
兵
第
一
中
隊
長
の
壮
烈
な
戦
死
を
目
前
に
し
た
真
砂

工
兵
小
隊
長
は
、
責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
、
何
と
し
て
も
こ
の

危
機
を
乗
り
越
え
ん
と
心
は
焦
っ
て
い
た
。
敵
の
照
明
弾
が
打

ち
上
げ
ら
れ
、
陣
前
は
青
白
く
光
っ
て
い
る
。

山
口
金
満
伍
長
が
低
鉄
条
網
に
破
壊
筒
を
挿
入
し
て
点
火
し

「
後
へ
！
」
と
怒
鳴
る
間
も
な
く
「
ド
カ
ー
ン
」
と
地
軸
を
揺

る
が
す
爆
発
音
は
土
砂
と
共
に
煙
と
な
り
突
撃
路
は
ぽ
っ
か
り

口
を
開
け
た
。
だ
が
、
残
念
に
も
山
口
伍
長
の
勇
姿
は
消
え
て

い
た
。
爆
弾
三
勇
士
の
桂
林
版
と
な
る
。
彼
の
勲
功
を
称
え
そ

の
御
冥
福
を
決
死
隊
一
同
で
祈
る
。
合
掌
。

古
川
突
撃
隊
長
に
続
く
歩
工
の
一
団
が
こ
こ
を
通
り
抜
け
て

敵
の
ト
ー
チ
カ
前
に
進
出
。
山
口
伍
長
戦
死
に
続
い
て
古
川
小

隊
長
も
ま
た
右
顎
か
ら
肩
を
貫
く
銃
弾
に
覧
れ
、
赤
々
と
照
ら

し
出
さ
れ
た
突
撃
路
付
近
は
修
羅
場
と
化
し
、
歩
工
は
次
々
と

斃
れ
た
。

敵
は
こ
の
機
に
乗
じ
逆
襲
を
企
図
し
て
か
、
急
に
十
数
メ
ー

ト
ル
前
方
の
交
通
壕
が
ざ
わ
め
い
た
。
時
に
零
時
頃
で
あ
っ
た

か
。
真
砂
少
尉
は
と
っ
さ
に
「
突
撃
は
今
だ
！
」
と
決
心
し
て

「
火
■
前
へ
！
」
と
叫
ん
で
躍
り
出
た
。
火
■
手
こ
れ
に
続
き
、

逆
襲
す
る
敵
に
紅
■
の
■
を
浴
び
せ
た
。
敵
は
一
瞬
無
抵
抗
と

な
り
砲
撃
も
銃
弾
も
消
え
て
、
我
が
軍
の
火
■
と
突
撃
に
完
全

に
呑
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
も
前
進
し
た
こ
ろ
、
再
び
鉄
条
網
が
あ

り
、
側
防
火
器
も
思
い
出
し
た
よ
う
に
横
か
ら
掃
射
を
加
え
て

き
て
、
ま
た
何
人
か
斃
れ
た
。
こ
こ
で
友
軍
の
突
撃
は
一
頓
挫

し
た
が
、
再
び
破
壊
筒
を
前
方
に
推
進
し
て
兵
舎
目
指
し
て
突

進
し
た
。

第
三
肉
攻
班
と
予
備
班
は
続
い
て
兵
舎
前
ま
で
進
出
し
た

が
、
側
防
火
器
の
待
ち
伏
せ
射
撃
に
遭
っ
て
次
々
斃
れ
た
。
材

木
の
切
れ
端
や
瓦
が
頭
上
か
ら
降
っ
て
き
て
、
ま
た
兵
舎
は
吹

っ
飛
び
火
煙
は
次
々
と
隣
接
の
兵
舎
へ
と
燃
え
移
り
、
弾
薬
庫

も
あ
る
の
か
激
し
い
破
裂
音
は
耳
を
つ
ん
ざ
き
、
兵
舎
を
焦
が



す
炎
は
真
昼
の
よ
う
に
照
ら
し
た
。

そ
こ
に
は
突
撃
に
斃
れ
た
彼
我
の
戦
士
が
血
に
染
ま
っ
て
う

ご
め
き
、
凄
惨
さ
は
筆
舌
に
尽
く
し
得
な
い
。

か
く
し
て
鈴
木
大
隊
（
第
二
三
四
連
隊
第
一
大
隊
）
は
七
星

巌
上
を
十
一
月
七
日
朝
に
は
攻
略
、
次
い
で
Ｂ
洞
窟
入
口
を
封

鎖
し
て
攻
撃
続
行
、
七
日
夕
刻
七
星
巌
高
地
を
完
全
に
奮
取
し

た
。私
は
陣
前
の
戦
車
壕
を
越
え
る
た
め
工
兵
隊
の
梯
子
を
通
過

中
、
敵
の
擲
弾
銃
か
ら
撃
た
れ
た
例
の
柄
の
つ
い
た
手
榴
弾
が

不
発
弾
で
右
肩
を
直
撃
し
た
。
右
手
に
擲
弾
筒
を
持
っ
て
い
た

が
、
そ
の
衝
撃
で
身
も
筒
も
一
緒
に
壕
の
中
へ
転
落
し
た
。
幸

い
竹
槍
の
な
い
所
へ
落
ち
た
の
で
そ
の
方
の
怪
我
は
な
い
が
、

右
肩
が
脱
臼
し
て
動
か
な
い
。
竹
槍
の
な
い
壕
の
中
へ
他
の
負

傷
者
と
共
に
収
容
さ
れ
、
小
雨
の
降
る
中
を
天
幕
を
か
ぶ
っ
て

痛
さ
に
耐
え
て
い
た
。
運
よ
く
不
発
弾
と
竹
槍
の
な
い
所
に
恵

ま
れ
て
九
死
に
一
生
を
得
た
。

衛
生
兵
が
一
人
付
き
添
っ
て
い
た
。
夜
明
け
頃
衛
生
兵
が

「
東
の
方
か
ら
土
民
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
来
よ
る
」
と
言
う
。
抵
抗
力

の
な
い
負
傷
者
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
。
そ
れ
で
も
精
い
っ
ぱ
い
の

反
撃
を
と
覚
悟
し
て
「
あ
あ
、
も
う
こ
れ
で
最
後
だ
。
桂
林
の

土
だ
」
と
思
い
定
め
た
が
、
土
民
で
な
く
大
隊
本
部
が
苦
力
を

連
れ
て
患
者
収
容
に
来
て
く
れ
た
の
で
、
ヤ
レ
ヤ
レ
ま
た
命
を

儲
け
た
わ
い
と
戦
友
と
喜
ん
だ
。
担
架
も
な
い
の
で
身
に
綱
を

つ
け
、
芋
畑
を
ひ
き
ず
る
よ
う
に
さ
れ
て
大
隊
本
部
へ
収
容
さ

れ
て
人
心
地
が
つ
い
た
と
思
い
出
す
。

夜
明
け
前
に
大
隊
本
部
の
伝
令
が
「
第
一
中
隊
全
滅
」
の
報

を
も
た
ら
し
た
。
中
隊
長
以
下
歩
工
の
多
大
の
損
害
を
出
し
、

陣
地
を
奪
取
し
た
と
は
言
え
、
中
隊
の
残
存
兵
力
は
■
か
一
桁

の
人
員
と
な
っ
た
。
攻
撃
開
始
前
の
中
隊
は
九
十
八
人
も
い
た

の
に
。
第
一
中
隊
は
中
隊
と
し
て
の
勢
力
も
な
い
の
で
大
隊
本

部
直
轄
と
な
り
、
後
日
他
の
大
隊
や
中
隊
よ
り
将
校
、
下
士

官
、
兵
を
沢
山
補
充
さ
れ
て
新
編
第
一
中
隊
と
な
っ
た
。

第
二
代
の
柴
田
中
隊
長
を
喪
っ
た
第
一
中
隊
は
、
後
任
に
新

し
い
中
隊
長
と
し
て
陸
軍
中
尉
倉
林
英
夫
を
迎
え
た
。
こ
の
中

隊
長
は
、
終
戦
の
最
後
ま
で
中
隊
と
そ
の
運
命
を
共
に
し
た
中

隊
長
で
あ
る
。

失
わ
れ
た
数
多
く
の
戦
友
の
悲
し
み
に
も
耐
え
な
が
ら
迎
え

た
倉
林
中
隊
長
は
、
故
第
二
代
柴
田
中
隊
長
に
も
劣
ら
ぬ
若
冠



二
十
一
歳
の
幼
年
学
校
を
首
席
で
卒
業
し
た
背
の
高
い
無
口
な

青
年
将
校
で
あ
っ
た
。

第
四
十
師
団
の
最
右
翼
の
我
が
歩
兵
第
二
三
四
連
隊
、
し
か

も
そ
の
最
右
翼
の
第
一
大
隊
第
一
中
隊
の
中
隊
長
で
あ
る
。

中
隊
の
兵
士
た
ち
は
、
こ
の
中
隊
長
を
中
心
と
し
て
、
伝
統

あ
る
中
隊
の
精
神
に
則
り
、
桂
林
を
屠
り
、
柳
州
の
軍
公
路

を
西
へ
西
へ
と
急
い
だ
。
そ
の
柳
州
へ
向
か
う
中
隊
の
兵
た
ち

の
首
に
垂
れ
下
が
っ
た
遺
骨
箱
の
中
に
は
、
数
々
の
激
闘
苦
戦

に
散
っ
た
戦
友
の
骨
が
、
行
軍
の
足
並
み
に
合
わ
せ
て
、
カ
タ

コ
ト
と
か
す
か
な
音
を
立
て
て
い
た
。

南
部
粤
漢
線
打
通
作
戦
に
つ
い
て
。
こ
の
作
戦
は
、
ま
さ
に

忍
者
の
作
戦
で
あ
っ
た
。

支
那
の
お
わ
ん
型
の
帽
子
や
百
姓
の
編
笠
を
か
ぶ
っ
た
男
た

ち
が
、
み
ん
な
同
じ
様
に
黒
か
濃
紺
色
の
垢
汚
れ
た
貧
し
い
農

民
の
衣
服
を
ま
と
っ
て
い
る
。
野
盗
か
、
そ
れ
と
も
山
賊
の
一

群
か
。
黒
装
束
の
縦
隊
、
ま
る
で
隠
密
の
忍
者
行
進
だ
。

闇
夜
の
中
で
よ
く
見
る
と
、
百
姓
姿
の
木
綿
着
の
襟
も
と
か

ら
赤
い
襟
章
に
小
さ
な
黄
色
の
星
型
、
短
い
ズ
ボ
ン
の
裾
下
に

は
締
め
付
け
ら
れ
た
巻
脚
絆
。
そ
れ
は
、
紛
れ
も
な
い
日
本
陸

軍
の
軍
装
だ
っ
た
。
軍
靴
の
底
に
は
、
ひ
と
ま
わ
り
大
き
い
草

鞋
を
は
き
か
ぶ
せ
、
ボ
ロ
布
で
巻
き
込
ん
だ
小
銃
は
横
か
つ

ぎ
、
そ
の
両
端
に
装
具
を
く
く
り
つ
け
て
天
び
ん
棒
の
荷
物
の

よ
う
に
見
せ
か
け
、
重
機
関
銃
の
銃
身
や
部
品
も
各
個
に
分
解

し
布
包
み
に
背
負
っ
て
い
る
。

こ
こ
支
那
大
陸
の
西
南
方
の
奥
地
。
正
確
な
地
図
面
で
い
え

ば
、
江
西
、
湖
南
の
二
省
の
南
端
と
華
南
地
域
の
広
東
、
広
西

両
省
の
北
東
部
が
複
雑
に
交
差
し
て
省
境
を
界
す
る
け
わ
し
い

山
岳
地
帯
、
俗
に
老
山
界
と
呼
ば
れ
る
僻
遠
の
地
で
あ
る
。

遠
く
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
系
か
ら
雲
南
・
貴
州
の
両
省
を
越
え
、
う

ね
り
く
る
尾
根
は
、
大
庚
嶺
、
越
城
嶺
、
都
廰
嶺
、
廰
子
嶺
、

騎
田
嶺
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
標
高
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の

山
系
が
波
立
ち
五
嶺
山
脈
と
呼
ば
れ
、
そ
の
五
嶺
の
う
ち
の
大

庚
嶺
。
す
ぐ
目
の
前
に
は
老
山
と
い
う
垂
直
の
鋭
い
岩
山
が
望

め
、
山
頂
付
近
に
は
少
数
民
族
の
苗
族
が
集
落
を
つ
く
り
住
ん

で
い
る
と
い
う
。

昭
和
二
十
年
一
月
三
日
。
時
刻
は
間
も
な
く
四
日
の
零
時
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
支
那
大
陸
も
南
方
の
冬
季
は
し
の
ぎ



や
す
い
と
い
う
が
、
深
夜
の
冷
気
は
さ
す
が
身
に
し
み
る
。
小

石
ま
じ
り
の
間
道
を
一
群
が
通
り
過
ぎ
る
と
、
ま
た
別
の
黒
装

束
の
一
隊
が
続
く
。
軍
勢
お
よ
そ
四
五
〇
人
余
。

行
軍
中
の
個
人
の
私
語
会
話
さ
え
禁
じ
ら
れ
た
無
言
の
暗
夜

行
進
。
隊
列
の
先
頭
は
保
田
軍
曹
と
藤
田
伍
長
の
指
揮
す
る
情

報
分
隊
と
台
湾
出
身
の
通
訳
、
そ
れ
に
戦
場
慣
れ
し
て
多
少
の

支
那
語
が
話
せ
る
古
参
兵
ら
が
歩
き
、「
走
！
（
進
め
）

」

「
休
止
！
（
止
ま
れ
）

」
行
軍
中
も
支
那
軍
隊
の
号
令
で
行
動
す

る
。隊
列
の
中
央
に
入
る
本
部
が
整
列
し
た
。
大
隊
副
官
の
菅
泰

敏
中
尉
は
、
手
に
し
た
通
信
用
紙
を
細
か
く
ち
ぎ
っ
て
足
元
に

投
げ
捨
て
た
。
紙
片
は
一
瞬
の
う
ち
に
見
失
う
ほ
ど
漆
黒
の
暗

闇
だ
。
農
夫
姿
の
本
部
勤
務
の
下
士
官
、
兵
も
無
言
の
う
ち
に

集
合
す
る
と
、
指
揮
官
の
鈴
木
竹
夫
少
佐
が
足
早
に
歩
き
出

す
。
鈴
木
少
佐
だ
け
は
通
常
の
日
本
陸
軍
の
将
校
軍
装
で
あ

る
。
最
後
尾
で
第
一
中
隊
が
行
進
に
加
わ
る
。
黒
装
束
、
そ
の

名
も
隠
密
、
甲
挺
進
隊
は
、
暗
黒
の
山
陰
に
消
え
て
い
っ
た
。

こ
の
甲
挺
進
隊
は
、
我
が
歩
兵
第
二
三
四
連
隊
第
一
大
隊
で

あ
る
。

日
本
陸
軍
の
「
兵
用
地
誌
」
と
い
う
正
確
な
地
図
に
も
な
い

こ
の
秘
境
、
け
わ
し
い
五
嶺
の
山
岳
地
帯
に
潜
行
し
た
甲
挺
進

隊
は
、
二
〇
万
分
の
一
の
簡
単
な
略
図
を
唯
一
の
参
考
資
料
と

し
て
、
夜
空
の
星
と
将
校
の
所
持
し
た
時
計
バ
ン
ド
の
磁
石
だ

け
を
指
針
に
、
ひ
た
す
ら
東
方
へ
向
か
っ
て
行
進
す
る
。
攻
撃

目
標
地
点
ま
で
直
線
で
一
六
〇
キ
ロ
。

こ
の
夜
半
、
行
動
開
始
し
て
か
ら
は
後
方
の
師
団
司
令
部
と

の
交
信
連
絡
は
一
切
封
止
さ
れ
た
一
方
通
行
で
、
昼
間
は
人
里

離
れ
た
谷
間
や
森
の
奥
に
隠
れ
、
な
る
べ
く
夜
間
だ
け
急
行
進

す
る
。
も
し
潜
行
の
道
中
で
敵
と
遭
遇
し
た
と
き
は
、
逃
走
す

る
か
回
避
し
て
交
戦
は
し
な
い
。
装
備
も
重
機
関
銃
二
基
だ
け

で
、
大
隊
砲
な
ど
火
器
は
編
成
か
ら
除
き
、
兵
ら
は
小
銃
弾
六

〇
発
、
手
榴
弾
二
発
だ
け
を
支
給
さ
れ
た
。
身
軽
だ
が
徒
手
空

拳
。
隠
密
行
動
を
と
る
た
め
の
束
縛
と
行
動
制
約
に
、
驚
く
べ

き
こ
と
に
衛
生
救
護
班
の
配
属
も
な
い
。

出
発
の
前
に
我
々
兵
た
ち
は
「
寝
る
と
思
う
な
、
食
べ
る
と

思
う
な
、
道
を
歩
く
と
思
う
な
」
と
い
う
三
ヵ
条
を
徹
底
し
て

訓
練
さ
れ
た
ほ
か
、
隠
密
行
動
中
に
も
し
負
傷
し
た
り
、
ま
た

歩
行
不
能
で
落
伍
し
た
と
き
は
、
一
発
の
手
榴
弾
で
自
決
す
る



よ
う
に
と
非
情
な
勧
告
さ
え
受
け
て
い
た
。
兵
た
ち
は
、
今
度

こ
そ
は
必
ず
死
ぬ
と
思
っ
て
い
た
。

軍
隊
の
命
令
は
苛
酷
、
非
情
な
こ
と
は
戦
場
に
あ
っ
て
当
然

の
こ
と
だ
が
、
果
た
し
て
こ
の
よ
う
な
作
戦
行
動
が
成
功
す
る

で
あ
ろ
う
か
。
一
般
兵
法
の
戦
術
で
は
、
こ
の
挺
進
戦
闘
は
機

動
力
に
優
れ
た
騎
兵
の
戦
法
で
あ
り
、
歩
く
人
間
、
歩
兵
が
馬

の
役
目
を
代
行
し
て
、
馬
力
の
代
わ
り
に
人
間
の
限
界
を
超
え

る
任
務
を
遂
行
し
よ
う
と
し
た
。

「
第
四
十
師
団
作
戦
命
令

甲
挺
進
隊
は
一
月
三
日
の
夜
、
道
県
付
近
を
出
発
し
、
お

お
む
ね
省
境
地
帯
を
突
破
し
白
石
渡
―
坪
石
鎮
付
近
の
鉄
道

術
工
物
を
無
傷
占
領
す
べ
し
。
攻
撃
時
期
は
一
月
十
九
日
零

時
を
予
定
す
」

こ
れ
が
甲
挺
進
隊
が
受
け
た
作
戦
命
令
で
あ
る
。

挺
進
作
戦
に
は
数
多
（
五
個
師
団
）
の
精
鋭
を
尻
目
に
、
我

が
第
四
十
師
団
（
鯨
兵
団
）
が
起
用
さ
れ
た
理
由
は
「
刻
苦
欠

乏
に
耐
え
、
か
つ
戦
闘
経
験
の
豊
か
な
勇
猛
兵
団
」
と
の
理
由

で
あ
っ
た
。

と
く
に
本
作
戦
の
本
命
と
も
い
え
る
新
岩
下
鉄
橋
を
無
傷
確

保
す
る
甲
挺
進
隊
長
の
任
務
を
最
優
先
に
人
選
さ
れ
た
が
、

鯨
・
第
四
十
師
団
長
宮
川
清
三
中
将
は
「
鈴
木
少
佐
に
や
ら
せ

よ
う
」
と
特
定
指
名
し
た
。

以
下
そ
の
各
挺
進
隊
は

甲
挺
進
隊
（
歩
兵
第
二
三
四
連
隊
第
一
大
隊
鈴
木
竹
夫
少
佐
）

乙
挺
進
隊
（
歩
兵
第
二
三
六
連
隊
第
一
大
隊
香
月
則
正
少
佐
）

丙
挺
進
隊
（
歩
兵
第
二
三
四
連
隊
第
二
大
隊
土
屋
誠
一
少
佐
）

丁
挺
進
隊
（
歩
兵
第
二
三
五
連
隊
第
三
大
隊
足
立
首
少
佐
）

と
選
定
さ
れ
た
。

司
令
部
で
決
定
し
た
各
挺
進
隊
の
任
務
は
、
あ
く
ま
で
新
岩

下
鉄
橋
を
目
指
す
甲
挺
進
隊
を
本
命
に
、
鉄
橋
確
保
後
の
付
近

一
帯
を
占
領
し
加
勢
す
る
軍
勢
と
し
て
、
組
織
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
重
視
し
て
同
一
連
隊
の
第
二
大
隊
の
丙
挺
進
隊
を
選
び
、

乙
と
丁
の
二
挺
進
隊
は
南
北
の
対
敵
陽
動
作
戦
を
兼
ね
た
一
種

の
囮
行
動
を
も
目
的
と
し
た
。

戦
線
と
な
る
南
部
粤
漢
鉄
道
の
■
県
か
ら
楽
昌
ま
で
の
七
〇

キ
ロ
区
間
は
、
昭
和
八
年
に
江
西
省
の
共
産
党
紅
軍
討
伐
の
軍

事
目
的
か
ら
■
介
石
が
再
三
に
わ
た
り
突
貫
命
令
を
発
し
て
、

や
っ
と
工
期
二
年
五
ヵ
月
、
難
工
事
の
連
続
で
わ
ず
か
一
二
〇



キ
ロ
の
鉄
道
布
設
に
、
英
人
と
仏
人
技
師
長
が
三
度
も
交
代
し

遂
に
完
成
し
た
と
い
う
、
い
わ
く
付
き
の
難
関
で
あ
る
。

南
部
粤
漢
線
の
鉄
路
延
長
は
広
東
省
源
潭
墟
か
ら
湖
南
省
来

陽
ま
で
八
七
〇
キ
ロ
に
及
ぶ
が
、
焦
点
は
新
岩
下
鉄
橋
の
所
在

す
る
坪
石
鎮
を
中
心
と
す
る
■
か
六
五
キ
ロ
余
り
の
区
間
確
保

が
挺
進
攻
撃
の
奇
襲
目
標
と
決
定
し
た
。

昭
和
二
十
年
一
月
三
日
、
歩
兵
第
三
二
四
連
隊
長
の
戸
田
義

直
大
佐
は
、
異
例
の
訓
示
を
し
た
。

「
第
一
大
隊
は
、
甲
挺
進
隊
と
し
て
…
…
。
行
動
中
は
、
寝

る
と
思
う
な
、
食
べ
る
と
思
う
な
、
道
路
を
歩
く
と
思
う
な

…
…
。
二
発
の
手
榴
弾
は
一
発
は
戦
闘
用
、
一
発
は
自
決
用
で

あ
る
。
元
気
で
行
け
。
眠
さ
に
勝
ち
、
ひ
も
じ
さ
に
耐
え
、

…
…
困
難
欠
乏
に
打
ち
勝
っ
て
、
堂
々
と
任
務
を
達
成
せ
ん
こ

と
を
祈
る
…
…
」（
こ
の
こ
と
は
出
発
前
に
も
聞
か
さ
れ
て
い

た
）私
は
こ
の
よ
う
な
重
要
な
甲
挺
進
隊
員
の
一
員
と
し
て
選
ば

れ
た
（
第
一
中
隊
第
三
小
隊
第
三
分
隊
員
）

。

私
等
は
一
月
三
日
夜
出
発
し
、
一
晩
中
道
の
な
い
所
を
歩
き

続
け
て
、
翌
朝
よ
く
見
る
と
元
の
出
発
点
だ
っ
た
と
い
う
笑
い

話
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
作
戦
中
一
番
恐
ろ
し
か
っ
た
こ
と

は
、
第
一
中
隊
が
本
隊
と
分
離
し
て
迷
子
に
な
り
二
～
三
日
後

に
や
っ
と
救
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

と
に
か
く
第
一
中
隊
は
大
隊
の
最
後
尾
を
行
進
し
て
い
た
。

二
日
目
か
三
日
目
の
夜
行
進
中
、
前
の
方
で
パ
ン
パ
ン
と
銃
声

が
す
る
。
全
員
大
地
に
伏
せ
て
そ
の
後
の
様
子
を
見
る
。
そ
の

う
ち
中
隊
の
先
頭
が
つ
い
ウ
ト
ウ
ト
と
眠
っ
た
。
気
が
付
く
と

前
は
誰
も
い
な
い
。
第
一
中
隊
置
き
去
り
で
あ
る
。
本
隊
も
明

け
方
気
が
付
い
て
捜
し
て
く
れ
た
が
、
連
絡
が
と
れ
ぬ
。
翌
日

山
中
に
こ
も
っ
て
い
た
。
不
寝
番
が
重
機
の
脚
を
担
い
だ
の
を

発
見
し
て
友
軍
と
判
っ
た
。
や
れ
や
れ
、
本
当
に
本
隊
と
別
れ

て
迷
子
に
な
る
と
、
心
細
い
限
り
。
何
度
自
決
用
の
手
榴
弾
を

握
ろ
う
と
し
た
こ
と
か
。

ま
た
別
の
日
、
小
さ
い
部
落
の
あ
る
平
坦
地
の
小
川
を
渡
っ

て
徴
発
に
行
っ
た
際
、
敵
の
待
ち
伏
せ
の
側
射
に
遭
い
、
ど
う

に
も
な
ら
ず
円
匙
で
穴
を
掘
っ
て
身
を
隠
し
た
。
一
晩
中
動
け

な
い
。
翌
日
本
隊
が
道
案
内
さ
せ
て
い
た
現
地
人
の
つ
て
で
第

一
中
隊
が
敵
に
包
囲
さ
れ
て
い
る
と
の
情
報
で
本
隊
が
救
出
に

来
て
く
れ
て
助
か
っ
た
。
七
人
の
戦
死
者
が
出
た
。
そ
の
上
負



傷
者
も
出
て
、
担
送
も
出
来
ず
、
万
事
休
し
て
二
人
が
手
榴
弾

で
自
決
し
た
。
可
哀
想
で
な
ら
な
い
。

敵
地
で
あ
り
、
潜
行
隠
密
中
だ
か
ら
何
一
つ
も
し
て
や
れ
な

い
で
別
れ
て
前
進
し
た
。
明
日
は
我
が
身
か
？
　
昼
間
は
例
に

よ
っ
て
敵
の
空
軍
が
執
拗
に
飛
ぶ
。
夜
の
み
道
の
な
い
山
中
や

森
の
中
を
歩
く
、
一
寸
先
も
見
え
ぬ
真
っ
暗
闇
。

そ
れ
に
し
て
も
新
岩
下
鉄
橋
は
長
い
鉄
橋
で
線
路
の
下
は
る

か
に
川
が
流
れ
て
い
た
。
そ
の
橋
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
あ
ち
こ

ち
に
穴
を
あ
け
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
込
ん
で

あ
っ
た
。
も
う
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
だ
け
の
準
備
完
了
で
あ
っ

た
。約
二
週
間
余
り
人
間
じ
ゃ
な
い
生
活
を
続
け
た
が
、
よ
う
も

ま
あ
あ
の
様
な
不
完
全
な
地
図
と
い
う
よ
り
略
図
と
夜
の
星
、

磁
石
だ
け
で
二
〇
〇
キ
ロ
先
の
目
的
地
に
達
し
、
作
戦
を
成
功

さ
せ
た
も
の
よ
、
お
れ
も
よ
う
生
き
て
い
た
も
の
よ
、
夢
で
は

な
い
か
と
、
我
が
身
を
つ
ね
っ
て
み
た
り
、
戦
友
と
抱
き
合
っ

た
り
の
恐
ろ
し
い
苦
し
い
困
難
な
作
戦
で
あ
っ
た
。
鈴
木
大
隊

長
以
下
の
す
ば
ら
し
い
能
力
、
天
佑
と
し
か
言
い
様
の
な
い
幸

福
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
う
。

第
一
大
隊
は
前
の
桂
林
七
星
巌
の
決
死
攻
撃
に
続
い
て
、
今

度
の
打
通
作
戦
と
二
回
も
軍
司
令
官
よ
り
武
勲
赫
々
と
の
感
状

を
貰
い
、
鈴
木
大
隊
長
は
師
団
司
令
部
の
高
級
副
官
と
し
て
師

団
長
の
傍
ら
近
く
へ
栄
転
し
て
行
っ
た
。

私
の
右
肩
脱
臼
は
、
後
を
引
い
て
、
三
南
作
戦
の
折
に
手
榴

弾
を
投
げ
た
際
、
再
び
脱
臼
し
て
弱
っ
た
。
戦
後
五
十
有
余
年

の
今
で
も
ち
ょ
っ
と
具
合
が
悪
い
の
で
大
事
に
し
て
い
る
。

支
那
戦
線
で
は
我
々
の
よ
う
に
戦
闘
部
隊
は
い
い
が
、
後
方

の
輜
重
隊
や
野
戦
病
院
は
武
器
が
な
い
た
め
、
敵
の
待
ち
伏
せ

に
か
か
り
大
き
い
損
害
を
出
し
た
り
、
ま
た
米
空
軍
機
の
機
銃

で
負
傷
さ
れ
た
戦
友
が
ガ
ス
壊
疽
で
紫
土
色
の
肌
に
な
り
、
武

運
拙
く
散
華
し
て
い
っ
た
数
も
両
手
で
数
え
切
れ
な
い
く
ら
い

い
た
。

従
軍
中
の
嬉
し
か
っ
た
こ
と
二
つ
ほ
ど
。

第
二
三
六
連
隊
の
兄
が
横
井
大
隊
（
第
二
三
六
連
隊
の
第
三

大
隊
）
の
騎
馬
伝
令
と
し
て
乗
馬
し
て
走
り
回
っ
て
お
る
の
に

運
よ
く
会
え
て
兄
弟
健
在
を
喜
ん
だ
こ
と
。



ま
た
、
同
じ
飯
岡
出
身
の
河
野
さ
ん
が
歩
兵
砲
中
隊
へ
補
充

で
来
て
、
馬
の
水
の
う
を
提
げ
て
歩
く
の
に
会
っ
た
こ
と
。

「
高
橋
の
ス
ー
ち
ゃ
ん
か
。
元
気
で
よ
か
っ
た
の
。
お
父
さ
ん

等
皆
元
気
で
百
姓
し
て
お
る
ぞ
」
と
国
元
の
近
況
を
知
ら
せ
て

く
れ
た
。

支
那
兵
の
着
て
い
る
綿
入
れ
防
寒
服
の
こ
と
。

綿
入
れ
は
銃
剣
に
強
い
。
簡
単
に
思
っ
て
突
い
て
も
角
度
が

合
わ
ぬ
と
貫
け
な
い
で
銃
剣
が
曲
が
る
。
腰
を
落
と
し
足
を
ふ

ん
ば
り
真
直
に
突
き
入
れ
ぬ
と
駄
目
。
桂
林
の
七
星
厳
陣
地
の

壕
の
中
に
、
日
本
兵
と
支
那
兵
が
互
い
に
相
手
の
胸
を
突
き
合

っ
て
死
ん
で
い
た
の
を
数
例
見
た
。
日
本
人
だ
け
で
な
い
。
支

那
軍
に
も
ア
メ
リ
カ
軍
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
軍
人
魂
が
旺
盛
に
漲

っ
て
い
る
の
だ
。

私
は
、
桂
林
の
七
星
厳
陣
地
攻
略
の
時
敵
の
擲
弾
銃
よ
り
の

手
榴
弾
が
不
発
で
壕
の
中
の
竹
槍
の
■
間
へ
転
落
し
、
九
死
に

一
生
を
得
た
が
、
桂
林
占
領
後
、
次
の
目
標
で
あ
る
柳
州
へ
向

け
進
撃
中
に
も
負
傷
し
た
。
日
本
軍
の
追
撃
が
敵
の
予
測
以
上

に
速
く
、
敵
を
追
い
越
す
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
が
、
夜

行
軍
で
強
行
軍
の
途
中
、
川
が
あ
り
橋
が
落
と
さ
れ
て
い
る
。

橋
の
手
前
の
街
の
中
で
ま
ご
ま
ご
し
て
い
る
時
、
二
階
か
ら
手

榴
弾
を
密
集
隊
形
の
中
へ
投
げ
込
ま
れ
た
。
数
人
負
傷
し
た
が

敵
も
数
人
殺
し
た
。
そ
の
時
私
は
右
足
の
甲
に
小
豆
粒
く
ら
い

の
破
片
を
受
け
、
地
下
足
袋
を
貰
い
負
傷
部
位
の
圧
迫
を
和
ら

げ
た
。
軍
医
さ
ん
は
「
手
術
す
る
な
ら
野
戦
病
院
へ
後
送
の
要
あ

り
。
入
院
す
る
と
原
隊
復
帰
は
難
し
い
」
と
言
う
。
理
由
は
第

四
十
師
団
は
柳
州
を
経
て
仏
印
ま
で
行
く
ら
し
く
、
今
こ
こ
で

原
隊
と
別
れ
る
と
隊
は
遠
く
南
方
へ
行
っ
て
し
ま
う
か
ら
原
隊

復
帰
は
不
能
だ
と
の
こ
と
。
足
の
傷
は
治
っ
て
も
他
の
部
隊
へ

入
れ
ら
れ
顔
も
気
心
も
分
か
ら
ぬ
所
は
嫌
と
足
の
不
自
由
さ
を

か
ば
い
な
が
ら
部
隊
と
一
緒
に
歩
い
た
。
そ
の
う
ち
、
痛
み
も

軽
減
し
て
楽
に
な
っ
て
助
か
っ
た
。

現
在
で
も
盲
管
銃
創
の
ま
ま
で
残
っ
て
い
る
。
五
十
年
経
た

今
日
で
は
痛
み
は
殆
ど
な
い
。
た
だ
困
る
こ
と
は
飛
行
機
で
の

旅
行
で
、
空
港
で
の
金
属
検
査
で
い
つ
も
反
応
し
警
報
音
が
出

る
。
厳
重
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
。
勿
論
凶
器
は
な
い
。
検
査
員



は
首
を
ひ
ね
り
、
入
れ
歯
の
せ
い
か
？
と
パ
ス
し
て
く
れ
る
。

内
地
の
空
港
な
ら
「
昔
、
戦
争
で
破
片
の
盲
管
銃
創
が
こ
の
通

り
あ
る
」
と
靴
と
靴
下
を
脱
い
で
示
す
と
納
得
し
て
く
れ
る

が
、
外
地
の
空
港
で
は
特
に
中
国
で
は
そ
れ
も
な
ら
ず
、
困
っ

て
し
ま
う
。

南
部
粤
漢
打
通
作
戦
に
甲
挺
進
隊
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た

私
だ
が
、
約
二
週
間
の
間
は
寝
ず
、
道
は
歩
か
ず
、
飯
は
食
わ

ず
、
反
対
の
こ
と
ば
か
り
し
た
。
雪
は
降
る
し
寒
い
し
、
食
べ

物
と
は
米
の
炒
っ
た
も
の
。
全
く
生
き
て
い
る
条
件
は
な
い
。

大
隊
長
以
下
兵
隊
ま
で
全
員
同
じ
困
苦
欠
乏
に
耐
え
て
戦
っ

た
。
あ
れ
は
参
加
し
た
者
で
な
い
と
、
話
で
説
明
し
て
も
分
か

ら
な
い
だ
ろ
う
。

敵
と
戦
わ
ず
、
た
だ
も
う
不
戦
と
企
図
の
秘
匿
に
重
点
を
お

い
て
の
隠
密
行
動
挺
進
隊
。
よ
く
も
成
功
し
た
も
の
よ
。
で
も

私
の
知
る
範
囲
で
は
負
傷
者
四
人
の
中
、
二
人
は
痛
ま
し
く
も

手
榴
弾
自
決
。
同
じ
戦
友
同
士
で
何
も
し
て
や
れ
な
い
。
可
哀

想
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
他
の
二
人
は
大
■
部
や
下
肢
の
貫
通

で
、「
お
れ
は
ど
こ
ま
で
も
つ
い
て
行
く
」「
皆
に
迷
惑
は
か
け

ん
」
と
言
っ
て
足
を
引
き
ず
り
な
が
ら
頑
張
り
ぬ
い
た
。

こ
の
闘
魂
。
他
の
作
戦
場
と
異
な
り
、
本
作
戦
で
は
常
軌
を

逸
し
た
戦
闘
行
動
を
要
求
さ
れ
た
。
詳
し
く
述
べ
る
と
一
冊
の

本
に
な
る
。
参
加
将
兵
の
筆
舌
に
尽
く
せ
ぬ
深
く
き
つ
い
労
苦

を
推
察
し
て
ほ
し
い
。




